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論文内容の要旨
【背景】
　乳房切除後にエキスパンダーを挿入し、皮膚を拡張した後インプラントに置き換える、
人工物を使用した一次二期再建は近年広く行なわれている乳房再建の一手法である。人工
物による乳房再建には様々な利点もあるが、合併症も存在する。特に人工物周囲に形成さ
れる被膜の拘縮は、術後の乳房の形態、感触を著しく悪化させるため、看過できない合併
症として知られている。人工物の表面構造には、平滑なスムースタイプと小さな凹凸があ
りザラザラとしたテクスチャードタイプが存在する。過去に、乳房再建目的で挿入される
人工物は、スムースタイプの方が被膜拘縮を引き起こしやすいとの報告はあるが、この理
由を組織学的に解明した報告はない。今回、私たちはエキスパンダー表面の性状が再建乳
房の拘縮に与える影響を検討したので報告する。
【目的】
　乳房切除後にスムースタイプまたはテクスチャードタイプのエキスパンダーを挿入した
後、エキスパンダー周囲に形成された被膜を組織学的に比較し、エキスパンダーの種類と
被膜拘縮の強さとの関連性を検討した。
【方法】
　乳房切除後に、一次二期再建目的でエキスパンダーを挿入した患者を対象とした（スムー
スタイプ 5症例、テクスチャードタイプ 5症例）。皮膚拡張終了後、テクスチャードタイ
プのシリコンインプラントにて乳房再建を行う際に、エキスパンダー周囲に形成された被
膜を一部採取し、各種染色にて、スムースタイプ、テクスチャードタイプ両エキスパンダー
周囲に形成された被膜の膠原線維の構造と弾性線維、筋線維芽細胞、線維芽細胞の出現数
を比較した。臨床的所見に関しては乳房再建後半年の時点と2年の時点でBaker分類を用
いて拘縮の程度を評価した。
【結果】
　スムースタイプの被膜は、表面は平滑で、エキスパンダーとの固着を認めず、膠原線維
の太さは不均一で断裂を多く認めた。一方テクスチャードタイプの被膜は、表面は凹凸が
目立ちエキスパンダーと強固に固着しており、膠原線維は太さが均一で平行に配列してい
た。またスムースタイプでは弾性線維と筋線維芽細胞が有意に多かった。Baker分類によ
る拘縮の程度は、スムースタイプの方が強い傾向を認めた。
【考察】
　スムースタイプでは、被膜の表面が平滑であるためにエキスパンダーとの間にすべりが
生じ、エキスパンダー拡張時に膠原線維の弱い部分に断裂が起こり、被膜拘縮を引き起こ
す可能性が考えられた。一方テクスチャードタイプでは、被膜がエキスパンダーに固着し
ているためにすべりが発生せず、エキスパンダー拡張時に膠原線維は均等に伸展されるた
め、被膜拘縮を起こしにくいと考えられた。また、スムースタイプの被膜には弾性線維、
筋線維芽細胞の出現が多く、これが拘縮に関与している可能性も示唆された。臨床的拘縮
の評価ではスムースタイプの方が拘縮の程度が強かったことから、エキスパンダーの表面
構造の違いによる被膜組織の変化は、インプラントで再建した後の被膜拘縮にも影響する
ことが示唆された。
【結論】
　乳房再建目的でインプラント挿入に先立って皮膚拡張目的で挿入したエキスパンダーに
おいてスムースタイプを用いた群の方で拘縮が発生する頻度は高かった。このことから、
エキスパンダーの表面構造は再建後に発生した被膜拘縮に影響すると考えられた。また、
エキスパンダー周囲の被膜は組織学的に膠原線維の配列や弾性線維と筋線維芽細胞の出現
数に違いを認め、これらが拘縮に関連している可能性も示唆された。この結果は、これま
で研究されていない人工物周囲の被膜を組織学的に解析し被膜拘縮との関連を調査した点
において重要である。
論文審査結果の要旨
　乳房切除後人工物乳房再建では術後拘縮による乳房変形が問題点の一つであること、人
工物表面構造にはスムースとテクスチャードの２タイプがあり、過去の統計では前者が拘
縮を引き起こしやすいがこの理由を病理学的に解明した報告はないこと、が述べられた。
その上で、本研究でインプラント埋め込み前に一時的に留置されるエキスパンダー表面性
状と再建乳房拘縮の関連性を検証し、病理学的にその機序を検討した結果が報告された。
Baker分類被膜拘縮評価でスムースタイプの拘縮がより強いこと、病理学的には、スムー
スタイプエキスパンダー周囲に形成される被膜の膠原線維は太さが不均一で断裂し、弾性
線維と筋線維芽細胞が有意に多いこと、が明らかとなった。
　学位申請者により、表面が平滑で被膜との間に滑りを生じるスムースタイプでは、被膜
との間に細かで均一な微小突起状の固定を生じるテクスチャードタイプに比べて、被膜の
膠原線維に不均一な力がかかり断裂しながら拡張していること、その結果、弾性線維・筋
線維芽細胞が増生していること、が拘縮に関与している可能性が提示された。
　本研究は、希少な症例で例数が少ない点はあるものの、エキスパンダー表面性状と再建
乳房拘縮の関連性を明示し、詳細な病理学的検討によりその機序を示唆している。今後の
展開において再建外科の発展に寄与し得る新たな知見を提示したと判断され、審査委員全
員の合意の元、学位に値すると認められた。
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